
図書館だより 市政の窓

文芸コーナー
重
な
り
し
不
幸
に
苦
労
せ
し
と
聞
く
姑
を
看
取
り
つ
ゝ
ぐ
ら
り
居
眠
る

 

若
潮
町 

伊
藤
登
美
枝

寺
小
屋
と
知
り
て
尋
ね
し
荒
寺
に
学
ぶ
明
治
の
童
を
偲
ぶ

 

平　

木 

大
木
ヨ
シ
子

パ
ー
マ
屋
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
窺
わ
れ
る
春
風
に
揺
れ
し
寄
せ
植
え
の
花

 

八
日
市
場
イ 

木
島　

仁
美

里
山
の
藪
の
中
よ
り
鶯
の
初は

つ

音ね

聞
こ
ゆ
る
朝
の
静し

じ
ま寂

に

 

椿 

日
色　

和
江

春
の
日
を
浴
び
て
躍
動
「
球
児
」
達
被
災
に
負
け
ぬ
鋼は

が
ね鉄

の
心

 

南
神
崎 

大
木　

洋
一

里
山
の
絶
え
る
こ
と
な
き
川
音
が
わ
が
光
陰
を
知
り
て
居
る
ら
し

 

内　

山 

久
古
美
智
子

初
物
は
三
年
延
び
る
と
毎
年
の
竹
の
子
く
れ
し
友
は
笑
顔
で

 

八
日
市
場
ホ 

小
川　

一
夫

植
ゑ
し
祖
父
逝
き
て
五
十
年
か
山ゆ

す
ら
う
め

桜
桃
変
ら
ず
に
咲
く
び
つ
し
り
と
咲
く

 

栢　

田 

小
川　

知
至

寒
暖
を
く
り
か
へ
し
つ
つ
草
木
萌
え
碧
空
の
下
ひ
な
祭
迎
ふ

 

野　

手 

大
木　

政
子

厨
辺
に
人
参
の
芽
の
日
々
育
ち
黄
緑
色
に
十
セ
ン
チ
越
す

 

野　

手 

伊
橋　

良
子

聞
き
上
手
の
友
に
甘
ゆ
る
癖
つ
き
て
ま
た
も
詮
な
き
こ
と
を
嘆
か
ふ

 

今　

泉 

稲
葉　

雪
子

樋
橋
の
落
水
の
音
糸
柳 

八
日
市
場
ハ 

大
川　

宜
子

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…12日（木）、毎週月曜日
祝日開館日…３日（火）～５日（木）
　　　　　　９時～17時

★図書館、開いてます
　図書館は、祝日も開館しています。混
雑している行楽地を避けて、ゆっくり本
を読むのはいかがでしょう。忙しくて読
めなかった文学賞受賞作品、映画やドラ
マの原作、話題だった経済本などに挑戦
しませんか。お気に入りの一冊を探して
みてください。
★CD・DVDが約4000点
　図書館ではＣＤ・ＤＶＤを約4000点所
蔵しています。邦画、洋画、アニメ、朝
ドラなど、話題になった作品も数多くあ
ります。１人３点まで借りることができ
ます。
※図書館資料は、皆さん共有の財産です。
必ず貸し出し手続きを済ませてからお持
ちになり、返却期限を守ってください。

今月のイベント
★５月の「おはなし会」
日時…毎週土曜日　14時から約30分間
会場…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

№65

緑
輝
く
季
節

に
な
る
お
祭
り
で
す
が
、
今
年

は
、
例
年
に
勝
る
お
客
様
の
訪

れ
が
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
し
た
。

　

桜
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
終
わ

り
を
迎
え
る
と
田
植
え
が
始
ま

り
、
圃ほ

場
と
里
山
が
緑
色
に
染

ま
る
初
夏
は
、
ま
さ
に
匝
瑳
市

が
一
番
輝
く
季
節
で
あ
り
ま
す
。

飯
高
寺
の
ボ
タ
ン
園
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
前
で
の
植
木
ま
つ

り
（
３
日
〜
５
日
）、
安
久
山

の
大
ス
ダ
ジ
イ
を
中
心
と
し
た

ガ
ー
デ
ン
・
オ
ー
プ
ン
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
（
４
・
５
日
）、
木
積
の

ふ
じ
祭
（
１
日
〜
15
日
）
等
々
、

「
緑
の
イ
ベ
ン
ト
」
が
数
多
く

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
す
る

好
季
節
で
も
あ
り
、
15
日
を
中

心
に
千
葉
県
東
部
五
市
体
育
大

会
が
銚
子
市
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
、
本
市
か
ら
も
大
勢
の
選

手
が
参
加
し
ま
す
の
で
ご
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
後
半
か
ら
５
月
は
各
種

団
体
の
総
会
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
、
私
も
各
団
体
の
発
展
と
会

員
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
第
一
に
考
え
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
月
の
大
ト
リ
は

29
日
の
地
域
ぐ
る
み
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
で
す
。
本
市
が
輝
く
に
は

ま
ず
は
足
元
の
ク
リ
ー
ン
化
か

ら
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
４
月
14
日
以
降
続

く
熊
本
地
震
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
悔
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
林
経
済
産

業
大
臣
の
お
心
遣
い
に
よ

り
、
近
隣
首
長
ご
夫
妻
と

共
に
安
倍
総
理
主
催
の

「
桜
を
見
る
会
」
に
ご
招

待
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

京
の
開
花
日
は
３
月
21
日
で
し

た
の
で
開
花
状
況
が
気
に
な
り

ま
し
た
が
、
遅
咲
き
の
八
重
桜

の
出
迎
え
を
受
け
、
50
年
ぶ
り

の
新
宿
御
苑
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
花
・
木

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
開
花
状
態
や

天
候
で
そ
の
成
功
が
左
右
さ
れ

ま
す
。
翌
10
日
は
第
20
回
そ
う

さ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
の
イ
ベ

ン
ト
日
で
し
た
が
、
初
夏
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
好
天
で
、
７
万

本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
色
鮮
や

か
に
咲
き
誇
り
、
ま
さ
に
ド
ン

ピ
シ
ャ
の
式
典
日
。
年
々
盛
ん

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

●社会福祉協議会へ
匝瑳市仏教会様より …40,000円
（災害救護積立金として）

寄 付（２万円以上）
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市
内
の
里
山
が
新
緑
に
包
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
シ
イ

（
ス
ダ
ジ
イ
）
の
巨
木
で
知
ら
れ

る
安
久
山
区
（
飯
高
地
区
）
に
は
、

地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
円え

ん

静じ
ょ
う

寺じ

の

板い
た

碑び

群ぐ
ん

や
芭
蕉
の
句
碑
な
ど
が
あ

り
、
今
回
紹
介
す
る
「
隠
し
墓
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

隠
し
墓
と
は
、
江
戸
時
代
に
幕

府
か
ら
活
動
を
禁
じ
ら
れ
た
日
蓮

宗
不ふ

受じ
ゅ

不ふ

施せ

派は

と
い
う
宗
派
が
あ

り
、
同
派
で
は
探
索
を
逃
れ
今
に

伝
わ
る
僧
侶
や
信
者
の
墓
を
そ
う

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

多
古
町
や
隣
接
す
る
飯
高
、
吉

田
、
豊
和
地
区
な
ど
香
取
郡
の
一

部
地
域
の
村
々
で
は
、
江
戸
時
代

２
０
０
年
近
く
に
わ
た
り
信
仰
活

動
が
続
き
ま
し
た
。

　

幕
府
の
宗
教
政
策
に
よ
り
、
僧

侶
や
信
者
の
捕
縛
や
流
罪
な
ど
の

弾
圧
を
受
け
た
こ
と
が
続
き
、
不

受
不
施
派
で
は
こ
れ
を
「
法
難
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。
寛
永
、
寛
文

に
続
く
１
６
９
１
年
の
「
元
禄
法

難
」
で
は
、
江
戸
や
下
総
で
活
動

し
て
い
た
僧
80
余
人
が
捕
縛
さ
れ
、

三
宅
島
や
八
丈
島
な
ど
伊
豆
諸
島

へ
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
市
域
の
村
々
を
活
動
拠
点
と

し
て
い
た
僧

は
10
人
を
超

え
て
い
ま
し

た
。

　

安
久
山
区

に
あ
る
共
同

墓
地
の
奥

ま
っ
た
木
下

家
の
墓
地
に
、

写
真
の
隠
し

墓
が
あ
り
ま

す
。

　

右
側
は
高

さ
１
２
０
㎝
ほ
ど
で
、
神こ

う

津づ

島じ
ま

へ

流
罪
と
な
っ
た
自じ

証し
ょ
う

院い
ん

日に
ち

誉よ

の
も

の
で
す
。
多
古
・
島
村
生
ま
れ
の

日
誉
は
、
流
罪
に
な
る
前
年
に
逆ぎ

ゃ
く

修し
ゅ
う（

生
前
に
あ
ら
か
じ
め
自
己
の

死
後
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
）
の
供

養
碑
を
建
て
、
捕
縛
さ
れ
る
２
か

月
前
の
金
原
新
田
で
の
活
動
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
側
の
墓
は
高
さ
60
㎝
ほ
ど
の

清せ
い

心し
ん

院い
ん

日に
っ

達た
つ

の
も
の
で
す
。
安
久

山
生
ま
れ
の
日
達
は
三
宅
島
に
流

罪
に
な
り
、
１
６
９
１（
元
禄
４
）

年
10
月
、
60
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
島
送
り
の
舟
中
で
の
死
亡
や

島
で
餓
死
す
る
僧
も
い
た
そ
う
で
、

知
ら
せ
を
受
け
て
こ
こ
に
墓
石
を

建
て
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
７
９
４
年
、
大
堀
村
で
は
取

り
調
べ
の
際
に
、「
あ
や
し
き
石

塔
（
隠
し
墓
）」
が
村
内
に
存
在
し

な
い
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
が
、

市
域
に
は
数
基
の
隠
し
墓
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

不
受
不
施
派
の
法
難
は
、
１
７

９
４
年
か
ら
１
８
３
０
年
の
寛
政
、

天
保
と
続
き
、
多
く
の
信
仰
農
民

が
処
罰
を
受
け
ま
し
た
。「
隠
し

墓
」は
そ
う
し
た
歴
史
を
今
に
伝

え
る
も
の
で
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班
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隠
し
墓

安
久
山
を
歩
く

幽
学
館
田
植
襦
袢
の
絣
か
な 

内　

山 

椿　
　

和
枝

長
老
の
目
の
手
秤
や
山
椒
の
芽 

長　

谷 

宇
野
と
し
子

夕
散
歩
な
ず
な
の
鈴
を
鳴
ら
し
つ
ゝ 

八
日
市
場
ロ 

高
安
せ
い
子

連
翹
の
た
だ
ひ
た
す
ら
に
黄
を
誇
る 

横
須
賀 

岩
井　

や
す

村
に
一
人
未
来
の
宝
入
園
児 

八　

辺 

依
知
川
き
よ

菅
笠
に
郷
愁
誘
う
花
見
か
な 

横
須
賀 

吉
野　

ヨ
シ

石
段
は
歩
幅
に
合
は
ず
桜
散
る 

上
谷
中 

太
田
三
樹
夫

装
い
を
変
え
て
ス
ト
ア
ー
春
深
し 

今　

泉 

野
仲　

妙
子

老
猫
と
老
婆
と
ふ
た
り
春
彼
岸 

栢　

田 

石
田　
　

健

何
も
な
き
野
に
さ
き
が
け
て
鼓
草 

野　

手 

佐
藤　

晃
子

美
し
い
誤
解
で
生
き
る
恋
も
あ
り 

春　

海 

八
角　

宗
林

連
れ
合
い
も
時
に
は
粋
な
風
に
な
り 

飯　

高 

松
野　

敏
昭

連
休
の
行
き
先
揉
め
て
利
か
ぬ
口 

東
小
笹 

江
波
戸
京
子

連
休
は
家
族
総
出
で
野
良
仕
事 

飯　

高 

林　

サ
ダ
子

連
休
は
家
族
で
故
郷
の
墓
参
り 

八
日
市
場
ホ 

菱
木　

静
枝

連
休
は
藤
で
賑
あ
う
過
疎
の
町 

木　

積 

佐
久
間
美
智
子

連
休
で
サ
イ
フ
疲
れ
て
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ 

堀　

川 

勝
又　

康
之

連
休
へ
赤
字
家
計
簿
ベ
ソ
を
掻
き 

飯　

塚 

鈴
木
ツ
ネ
子

指
折
り
で
古
希
に
向
え
つ
日
々
送
る 

川　

辺 

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
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推
薦

安久山区にある清心院日達
と自証院日誉の「隠し墓」
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